雪国の春は待ち遠しい。
雪解けが近づき日差しが強くなり始めた晴天の日、屋内から外に出ると真っ白に輝く雪原に目がくらむようであるが、コバルトブルーの空とのコントラストの妙が私を誘い出す。

幼い頃、春の雪は固くしまり「かってこ」と言って、雪原を落ち込まずに歩けた。
今は雪原を歩き出すと、ボコボコと足が落ち込む。バランス崩して、よろめいて手を突いて手の冷たさを感じながら起き上がり、見上げると眩しい太陽が私を見下ろしている。
広大な砂漠に迷い込んだ人のようにも思える。
振り返ると、足跡がジクザクに並んでいる。
足跡の話を思い出す。
それは、アメリカの黒人の話。人種差別が激しかった頃、彼は、誰からも愛されず絶望の淵に立たされていた。そんな中、キリストの愛に目覚め、救われる。
キリストは常に彼と共に歩いているが、例え足跡が一人になったとしても、それは、キリストは彼を背負って歩いているのだと。
後日、これは、マ―ガレット・パワーズの詩「あしあと」と知る。

社会人となり故郷を離れ都市部に住み始めました。
近郊の低山を歩くのが趣味で、あるご婦人と出合いました。彼女は、拒食症の娘を持ち、弱った身体を回復させ心を自然の癒しに委ねようと、共に歩いていました。
しかし、拒食症は母娘の確執が原因と言われ、それは、上手くいっていなかったのです。
後日、私が共に歩くことになりました。
娘と出会った時は、体は痩せ消え入りそうでしたが、目だけは、美しく澄んで光を帯びていました。私は、その瞳に私と同じ純なものへの憧れを見たのです。
その光に憑りつかれたように、毎日のように娘と共に出勤前の早朝や休日に山歩きを続けました。
やがて、夏でも寒くて長袖シャツ手放せなかった娘は、半袖になることができました。
徐々に回復して行きました。
ある時、横になってしまいもう歩けないようになりました。
私の背に覆いかぶらせて背負い、山を下りました。
祖父の弟が、雪の飛騨白川郷から遠く離れた飛騨高山の医者まで、病の妹を背負い歩いた話を思い出しました。
また、キリストが黒人の彼を背負っているという話も。

当時、母親も心身の状態が悪く私と二人で山を歩きました。
おこがましい限りですが、母親から「あなたは、神様です」と呼ばれたこともあります。
娘の姉から「いつも妹を助けてもらっているけど、妹は生き甲斐を与えているのよ」と諭されました。
また、母親は「娘によって目が覚まされた。娘は菩薩様だ」と語りました。
心ある人は、互いに神をそこに見るのかもしれません。

雪面に出来た足跡を振り返り、今までの人生の旅に常にキリストの愛があり、その背に乗っていたのかもしれないと思われ、足跡は、その証かも知れないと思いました。

人は、一人ぼっちの思いに駆られることがあります。でも一人ではないのです。
